
国立大学等における

教寶・研究現場からの緊急課

〔施設整備の窮状〕
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老朽化。狭院化が著しい国立学校施設ｑ圃由団囚ョ

経年別保有面積（平成８年５月１日現在）
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経年ヌリ

保有している建物面積２，１２９万㎡

２０年以上経過した建物１，０９６万㎡〔５１％〕

要整備等面積（平成８年５月１日現在）

緊急に必要な施設整備

保有面積

2,129万㎡

緊急に必要



施設整備費予算額の推移
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(年度）

施設費及び関連予算等の推移（昭和53年度＝100）
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□施設費

□国立学校特別会計
□科学研究費補助金



老朽化が著しい実例写真鼠溌圃、籔典

雨（

写真１：屋上防水

防水層の老朽化により、膨れ､はがれが生じ,笠木の劣

化とともに漏水の原因になっている。

写真２：外壁

外壁の老朽化により表面に亀裂が入り、一部剥落してい

る。躯体に悪影響を及ぼすとともに．危険である。
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写真３：外部建具
鋼製建具の腐食が著しく、開閉が困難である。

写真４：内装（天井）
漏水のため、天井材の汚損が著しく、－部欠落しており

照明器具にも悪影響を及ぼす。

１６

。'

丙

写真６：野外給水管

圏管内の腐食が激しく､赤水、水圧不足等のトラブルの

ほか、－部破損し漏水を引き起こしている。

写真５：共同構内暖房管

保温材及び配管の劣化により，暖房に支障が生じるとと

もに、効率が悪く不経済である。



化が著しい実例写真狭臘Ｚ灘灘腱]鍵欝醗＃胃号品
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写真 実験室 写真２：廊下（実験室側）
実験室内の狭隠化により、実験機器等が廊下を占有する

に至っており、実験上のみならず避難上も危険である。

ｉ

大型実験機器の増加により狭隠化しているため、装置を

誤動作させることがあり＆満足な実験ができない。
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写真３：研究・実験室
教官等の増により，やむを得ず中２階を設けており、実

写真４：研究室
大学院生の増化によ}1 室定員を大幅に超える学生が研

避難上も大変危険である。 究を行っているため， 身動きもできない状況である。験上！
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写真５：講義室

学生増により，立席しなければならない程、講義室が不

足している。

写真６：図書室

蔵醤の増により、欝籍が床に積み重ねられているためⅢ

検索が困難であるとともに，構造上も危険である。



２１世紀にふさわしい教育研究環境の確立

｡教育。研究基盤の貧困化の打破

・学術研究墓盤の国際的水準確保

･情報流通体制の整備の確立

■老朽狭院施設の

改善整備例

改善前

改善後


